
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
事
件
の
上
告
受
理
申
立
へ
の
讃
歌

別

府

三

郎

蛇の目ミシン工業事件の上告受理申立への讃歌

七六五四三二一
は
じ
め
に

［
事
実
の
概
要
］

［
判
旨
］

蛇
の
目
ミ
シ
ン
事
件
第
～
審
判
決
と
慨
嘆

蛇
の
目
ミ
シ
ン
事
件
控
訴
審
判
決
と
落
胆

上
告
受
理
申
立
へ
の
讃
歌

結
び
に
代
え
て

は
じ
め
に

　
株
主
（
特
に
支
配
株
主
）
の
誠
実
義
務
を
捉
え
て
、
会
社
を
支
配
す
る
大
株
主
（
多
数
派
株
主
）
が
、
少
数
派
の
株
主
に
不
公
正
な
仕
打
ち

を
し
な
い
義
務
、
あ
る
い
は
会
社
債
権
者
と
の
関
係
で
も
ま
と
も
な
経
営
（
会
社
運
営
V
に
努
め
る
義
務
を
、
負
う
と
い
わ
れ
る
学
説
の
展
開

が
あ
る
（
拙
論
　
会
社
支
配
権
の
目
的
と
不
公
正
な
新
株
発
行
・
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
判
例
一
五
三
頁
以
下
　
二
〇
〇
三
年
三
月
　
法
律
文
化
社
）
。
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こ
の
研
究
は
、
そ
の
よ
う
な
会
社
誠
実
義
務
思
想
を
含
め
て
検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
株
式
会
社
の
取
締
役
で

あ
り
、
か
つ
大
株
主
で
あ
っ
た
者
か
ら
、
同
社
が
脅
迫
さ
れ
、
融
資
名
目
で
三
〇
〇
億
円
と
い
う
巨
額
の
金
銭
を
喝
取
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
株
主
代
表
訴
訟
」
の
控
訴
審
判
決
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
論
は
、
い
わ
ゆ
る
判
例
研
究
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い
て
株
主
権
の
支
配
力
の
抑
制
法
理
（
誠
実
義
務
論
）
の
展
開
、
即
ち
会

社
の
存
立
基
盤
を
揺
る
が
す
規
模
で
の
理
不
尽
な
株
主
（
法
人
を
含
め
て
）
の
権
力
行
使
を
受
け
容
れ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
巨
悪
の
権

力
行
使
は
、
現
代
会
社
法
論
と
し
て
は
抑
制
し
て
し
か
る
べ
き
と
い
う
論
理
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
限
り
で
は
、
あ
る
い
は
第
一
審
判
決
及
び
控
訴
審
判
決
の
本
旨
か
ら
逸
れ
る
見
解
に
も
な
る
が
、
当
該
事
件
全
体
を
顧
み
て
思
う
こ
と

は
、
日
常
の
法
的
判
断
（
常
識
）
か
ら
は
判
決
の
経
営
判
断
の
「
過
程
」
「
内
容
（
理
由
付
け
）
」
に
は
納
得
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
判
断
の
結
果
に
対
し
て
慨
嘆
し
、
落
胆
を
隠
せ
な
い
事
件
判
決
、
あ
る
い
は
社
会
的
に
は
悪
影
響
を
与
え
る
判
決
で
あ
る
よ
う
に
も
思
う

次
第
で
あ
る
（
情
報
誌
一
九
九
一
・
四
　
選
択
七
四
頁
以
下
及
び
二
〇
〇
〇
二
一
選
択
一
二
二
頁
以
下
参
照
）
。

　
い
わ
ゆ
る
「
取
締
役
の
経
営
判
断
」
を
め
ぐ
る
会
社
法
（
商
法
）
判
例
秩
序
（
い
わ
ゆ
る
公
序
）
の
抑
制
力
の
効
か
な
い
例
示
と
し
て
、
こ

れ
で
良
い
の
か
、
と
歯
ぎ
し
り
し
た
判
例
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
慨
嘆
し
、
落
胆
し
た
、
そ
し
て
民
事
訴
訟
法
第
三
一
八
条
に
定
め
る
「
上
告
受
理
申
立
へ
の
讃
歌
」
を
試
み
た
判
例
研
究
は
、

初
め
て
の
経
験
で
あ
る
が
、
法
的
に
常
識
と
し
て
納
得
の
ゆ
く
上
告
審
の
判
断
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
件
は
、
ま
さ
に
株
主
代
表
訴
訟
事
件
の
判
決
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
事
実
の
概
要
及
び
判
決
の
要
旨
を
述
べ
る
。
た
だ
本
件
の
事
実
は

き
わ
め
て
複
雑
で
あ
り
、
上
告
受
理
申
立
の
理
由
書
を
含
め
て
、
加
藤
勝
郎
弁
護
士
（
専
修
大
学
名
誉
教
授
）
の
好
意
を
得
て
言
及
す
る
が
、

そ
れ
で
も
ま
と
ま
り
の
あ
る
事
実
の
概
要
に
な
っ
て
い
な
い
。
紙
幅
の
ゆ
る
す
限
り
、
資
料
と
し
て
再
現
し
た
。

　
掲
載
紙
と
し
て
は
資
料
版
／
商
事
法
務
二
〇
〇
三
年
九
月
号
（
一
五
五
頁
～
一
八
六
頁
）
に
事
件
の
全
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

再
現
さ
れ
た
情
報
は
そ
れ
以
外
に
事
件
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
思
料
し
て
い
る
。
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二
　
［
事
実
の
概
要
］

蛇の目ミシン工業事件の上告受理申立への讃歌

　
東
京
高
裁
は
、
平
成
一
五
年
三
月
二
七
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
恥
一
一
三
三
号
二
七
一
頁
以
下
）
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
事
件
の
株
主
代
表
訴
訟

の
控
訴
審
に
お
い
て
、
控
訴
人
（
原
告
）
X
の
控
訴
を
棄
却
す
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

　
控
訴
人
X
の
訴
訟
代
理
人
は
平
成
一
五
年
六
月
三
日
上
告
受
理
申
立
（
民
事
訴
訟
法
第
三
一
八
条
以
下
）
を
行
い
、
上
告
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　
本
件
は
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
の
取
締
役
で
あ
っ
た
K
に
お
い
て
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
の
株
式
を
買
い
占
め
た
上
で
、
同
社
に
対
し
、
株
式

買
い
占
め
の
た
め
の
負
債
の
肩
代
わ
り
や
株
式
の
買
い
取
り
を
要
求
し
た
結
果
、
同
社
の
株
主
で
あ
っ
た
X
（
控
訴
人
）
は
当
時
の
取
締
役
で

あ
る
五
人
（
U
、
盟
、
鴇
、
胆
、
％
で
あ
る
が
、
以
下
Y
被
控
訴
人
ら
と
言
う
。
以
下
同
じ
）
が
、
K
及
び
K
グ
ル
ー
プ
の
会
社
に
対
し
、
蛇

の
目
ミ
シ
ン
工
業
の
資
産
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、
同
社
に
二
二
五
億
の
損
害
を
与
え
た
と
主
張
し
て
、
Y
被
控
訴
人
ら
に
対
し
、
取
締
役

と
し
て
の
忠
実
義
務
及
び
善
管
注
意
義
務
違
反
、
並
び
に
利
益
相
反
取
引
、
自
己
株
式
取
得
禁
止
違
反
等
の
違
反
が
あ
る
と
し
て
、
当
該
取
締

役
と
し
て
の
責
任
を
追
及
し
た
株
主
代
表
訴
訟
の
事
件
で
あ
る
。

　
原
判
決
に
お
い
て
確
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
取
締
役
と
し
て
の
違
法
行
為
に
よ
り
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
に
対
し
合
計
九
三
九
億
円
の
損
害
を
与

え
た
と
し
て
、
破
産
者
K
・
管
財
人
に
対
し
て
は
同
金
額
の
限
度
で
破
産
債
権
の
存
在
を
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
Y
被
控
訴
人
ら

に
対
す
る
請
求
は
い
ず
れ
も
棄
却
さ
れ
た
。
控
訴
人
（
原
告
）
X
は
同
判
決
を
不
服
と
し
て
、
Y
被
控
訴
人
（
被
告
）
ら
に
対
し
原
判
決
認
容

額
で
あ
る
同
額
の
支
払
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
本
件
代
表
訴
訟
は
、
K
（
提
訴
時
の
被
告
・
そ
の
後
破
産
者
）
の
主
宰
す
る
「
光
進
」
等
の
仕
手
グ
ル
ー
プ
及
び
判
の
経
営
す
る

「
ナ
ナ
ト
ミ
」
に
よ
る
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
株
式
の
買
占
に
絡
み
、
仕
手
グ
ル
ー
プ
の
利
益
の
た
め
に
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
の
資
産
を
提
供
す
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る
な
ど
し
て
同
社
に
損
害
を
与
え
た
と
し
て
提
起
さ
れ
た
訴
訟
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
二
件
（
①
事
件
及
び
②
事
件
と
言
う
が
、
事
案
が
複
雑

に
な
る
の
で
、
事
案
の
概
要
は
本
研
究
の
対
象
と
な
る
②
事
件
を
採
り
上
げ
、
①
事
件
の
詳
細
は
割
愛
）
が
提
起
さ
れ
て
い
た
（
資
料
版
／
商

事
法
務
二
三
号
一
二
五
頁
参
照
）
。

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
東
京
高
裁
の
判
断
に
よ
る
と
、
控
訴
人
X
は
、
Y
被
控
訴
人
ら
の
責
任
に
つ
い
て
、
①
K
に
よ
る
三
〇
〇
億
円
の
恐
喝
被

害
、
②
光
進
の
ミ
ヒ
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
地
産
グ
ル
ー
プ
の
ノ
ン
バ
ン
ク
で
、
当
該
買
い
占
め
資
金
の
借
入
先
）
に
対
す
る
債
務
の
肩
代
わ
り

の
損
害
、
③
東
亜
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
当
時
の
埼
玉
銀
行
の
ノ
ン
バ
ン
ク
で
、
多
額
の
資
金
を
光
進
グ
ル
ー
プ
ヘ
融
資
提
供
）
に
対
す
る
担
保
提

供
に
よ
る
損
害
、
④
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・
エ
ル
が
K
の
債
務
を
肩
代
わ
り
し
た
こ
と
に
伴
う
日
本
リ
ー
ス
に
対
す
る
担
保
提
供
に
よ
る
損
害
、
各

損
害
の
総
額
（
損
害
額
は
い
ず
れ
も
省
略
）
に
つ
い
て
、
Y
被
控
訴
人
ら
各
自
被
告
の
責
任
の
限
度
で
連
帯
し
て
損
害
賠
償
す
る
よ
う
請
求
し

　
へ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
K
に
つ
い
て
は
、
破
産
宣
告
を
受
け
た
た
め
、
そ
の
破
産
管
財
人
を
被
告
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
の
破
産
債
権
の
確
定
を

求
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
K
に
よ
る
上
記
三
〇
〇
億
円
の
喝
取
に
至
る
経
過
は
、
K
の
主
宰
す
る
「
光
進
」
等
の
仕
手
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
九
六
六
億
円
の
債
務
の
肩

代
わ
り
要
求
か
ら
は
じ
ま
り
、
K
か
ら
の
再
三
に
渡
る
埼
玉
銀
行
に
対
す
る
融
資
の
実
行
要
求
、
上
記
債
務
の
肩
代
わ
り
要
求
を
受
け
て
、
蛇

の
目
ミ
シ
ン
工
業
経
営
陣
は
、
K
の
有
す
る
蛇
の
目
ミ
シ
ン
株
を
買
い
戻
し
た
い
、
と
す
る
考
え
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
本
判
決
及
び
原
判
決
の
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
K
は
、
株
式
を
買
い
占
め
て
株
式
相
場
を
操
縦
し
、
当
該
株
式
を
高
値
で
売
り
抜
け
、
又

は
こ
れ
を
発
行
会
社
に
買
い
取
ら
せ
て
多
額
の
利
益
を
収
め
る
事
業
家
、
い
わ
ゆ
る
グ
リ
ー
ン
メ
ー
ラ
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。

　
本
件
の
争
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
第
一
の
問
題
は
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
の
取
締
役
で
あ
り
、
買
い
占
め
て
大
株
主
と
な
っ
た
K
に
対
し
、
同

社
の
株
主
で
あ
る
X
ら
が
K
の
取
締
役
と
し
て
の
責
任
を
追
及
す
る
場
合
、
既
に
K
が
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
た
た
め
、
そ
の
責
任
を
追
及
す

る
形
式
は
、
K
の
破
産
管
財
人
に
対
し
て
蛇
の
目
ミ
シ
ン
が
破
産
債
権
者
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
債
権
を
有
す
る
こ
と
を
確
定
す
る
こ
と
で
足
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蛇の目ミシン工業事件の上告受理申立への讃歌

り
る
、
と
し
た
点
で
あ
り
、
そ
の
裁
判
所
の
判
断
は
問
題
な
い
。

　
第
二
の
問
題
は
、
K
以
外
の
蛇
の
目
ミ
シ
ン
の
取
締
役
で
あ
っ
た
Y
被
控
訴
人
ら
が
K
か
ら
脅
迫
さ
れ
て
前
記
金
銭
三
〇
〇
億
円
を
喝
取
さ

れ
た
と
い
う
事
実
、
さ
ら
に
は
K
な
い
し
K
の
主
宰
す
る
「
光
進
」
等
の
仕
手
グ
ル
ー
プ
の
債
務
を
肩
代
わ
り
し
、
担
保
を
提
供
し
た
こ
と
が
、

「
取
締
役
と
し
て
の
忠
実
義
務
・
善
管
注
意
義
務
」
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
否
か
、
と
い
う
こ
と
。
ま
た
「
利
益
相
反
行
為
と
し
て
、

あ
る
い
は
株
主
に
対
す
る
利
益
の
供
与
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
っ
た
か
、
否
か
、
そ
の
責
任
の
有
無
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
一
審
は

K
以
外
の
蛇
の
目
ミ
シ
ン
の
被
告
取
締
役
（
計
一
一
名
）
の
全
員
の
責
任
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
問
題
は
、
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
X
ら
に
不
当
な
目
的
が
あ
っ
た
と
し
て
、
本
訴
の
提
起
が
権
利
の
濫
用
で
あ
る
旨
が
主
張
さ
れ
た
。

そ
れ
は
適
法
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
問
題
は
な
い
。

　
し
か
る
に
以
下
で
は
、
上
記
第
二
の
間
題
を
中
心
と
し
て
、
検
討
を
加
え
、
そ
れ
以
外
の
問
題
は
割
愛
し
て
い
る
。

一
一
一
［
判
旨
］

（
1
）
忠
実
義
務
違
反
、
善
管
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て

　
K
に
対
す
る
三
〇
〇
億
円
の
利
益
提
供
に
関
す
る
件
（
恐
喝
事
件
）
に
つ
い
て
、
Y
被
控
訴
人
ら
に
は
、
「
取
締
役
と
し
て
、
少
な
く
と
も

三
〇
〇
億
円
の
融
資
の
形
を
取
っ
た
利
益
供
与
行
為
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
外
形
的
に
は
忠
実
義
務
違
反
、
善
管
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
判
示
し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
東
京
高
等
裁
判
所
は
論
じ
て
い
る
。

　
「
し
か
し
、
株
式
会
社
の
取
締
役
が
法
令
又
は
定
款
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
し
て
、
商
法
二
六
六
条
一
項
五
号
の
規
定
に
該
当
す
る
こ

と
を
理
由
に
損
害
賠
償
貢
任
を
負
う
に
は
、
右
違
反
行
為
に
つ
き
取
締
役
に
故
意
又
は
過
失
が
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
解
さ
れ
（
最
高
裁

昭
和
五
一
年
三
月
二
一
二
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
裁
判
集
民
事
一
一
七
号
二
三
一
頁
、
同
平
成
二
輩
七
月
七
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
五
四
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巻
六
号
一
七
六
七
頁
）
、
こ
の
点
は
、
忠
実
義
務
違
反
（
商
法
二
五
四
条
ノ
三
）
、
善
管
注
意
義
務
違
反
（
商
法
二
五
四
条
三
項
、
民
法
六
四
四

条
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
」
。

　
本
件
で
は
Y
被
控
訴
人
ら
に
「
故
意
」
も
「
過
失
」
も
な
か
っ
た
と
認
定
す
る
。

　
他
方
で
は
、
裁
判
所
は
本
件
の
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
の
「
会
社
経
営
者
の
考
え
方
は
、
結
果
と
し
て
違
法
行
為
や
犯
罪
行
為
の
温
床
と
な
る

可
能
性
が
十
分
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
の
経
営
者
と
し
て
は
、
よ
り
毅
然
た
る
態
度
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
が
、
本
件
に
お
け
る
…
K
の
狡
猜
か
つ
暴
力
的
な
脅
迫
行
為
を
前
提
に
し
た
場
合
、
当
時
の
一
般
的
経
営
者
と
し
て
、
被
控
訴
人
Y
ら

が
上
記
の
よ
う
に
判
断
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ま
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
ざ
る
を
得
な
い
。
三
〇
〇
億
円
の
供
与
を
決

め
、
取
締
役
で
あ
る
Y
被
控
訴
人
ら
が
こ
れ
を
や
む
を
得
な
い
と
し
て
同
意
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
取
締
役
と
し
て
の
職
務
遂
行
上
の
過
失
が

あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」
と
説
諭
し
、
論
断
し
て
い
る
。

（
2
）
利
益
相
反
行
為
に
つ
い
て

　
控
訴
人
X
は
、
K
に
対
す
る
三
〇
〇
億
円
の
供
与
は
蛇
の
目
ミ
シ
ン
の
計
算
と
犠
牲
に
お
い
て
、
大
株
主
で
あ
り
取
締
役
で
あ
っ
た
K
に
対

し
巨
額
の
利
益
供
与
を
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
商
法
二
六
五
条
一
項
の
会
社
と
取
締
役
と
の
利
益
相
反
行
為
に
あ
た
る
旨
、
を
主
張
し
た
。

　
裁
判
所
は
、
「
三
〇
〇
億
円
の
供
与
は
、
実
質
的
に
み
て
…
広
義
の
間
接
取
引
に
該
当
す
る
」
と
認
定
す
る
が
、
次
の
よ
う
に
商
法
二

六
五
条
一
項
を
解
し
て
、
本
件
で
は
そ
れ
に
該
当
す
る
余
地
は
な
い
、
と
判
示
す
る
。

　
即
ち
「
商
法
二
六
五
条
一
項
後
段
は
、
会
社
が
取
締
役
の
債
務
を
保
証
し
、
そ
の
他
取
締
役
以
外
の
第
三
者
と
の
問
に
お
い
て
会
社
と
取
締

役
と
の
利
益
相
反
す
る
取
引
を
し
た
場
合
と
規
定
し
て
お
り
、
広
義
の
間
接
取
引
の
う
ち
、
会
社
が
第
三
者
と
し
た
取
引
に
つ
い
て
、
会
社
と

取
締
役
と
の
利
益
相
反
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
の
規
制
を
定
め
た
も
の
」
。

　
さ
ら
に
「
商
法
二
六
五
条
一
項
は
取
締
役
の
忠
実
義
務
か
ら
派
生
し
た
一
種
の
不
作
為
義
務
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
は
、
取
締
役
が
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自
己
又
は
第
三
者
の
た
め
に
会
社
と
取
引
を
す
る
に
つ
い
て
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
と
し
た
も
の
を
、
会
社
と
取
締
役
以
外
の
第
三
者
と

の
問
の
取
引
と
い
う
問
接
取
引
に
拡
張
し
た
も
の
」
と
い
う
。
「
こ
こ
で
い
う
間
接
取
引
と
は
、
会
社
が
実
際
に
行
っ
た
取
引
に
限
定
さ
れ
、

こ
れ
に
つ
い
て
会
社
と
取
締
役
と
の
利
益
相
反
が
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
超
え
る
広
義
の
間
接
取
引
に
つ
い
て
は
、

本
来
の
取
締
役
の
忠
実
義
務
・
善
管
注
意
義
務
違
反
の
問
題
と
し
て
検
討
す
べ
き
も
の
」
と
解
し
て
、
控
訴
人
X
の
主
張
を
認
め
な
い
。

蛇の目ミシン工業事件の上告受理申立への讃歌

（
3
）
株
主
の
権
利
行
使
に
関
す
る
利
益
供
与
に
つ
い
て

　
控
訴
人
X
は
、
K
に
対
す
る
三
〇
〇
億
円
の
供
与
は
、
大
株
主
で
あ
る
K
の
株
主
と
し
て
の
権
利
の
行
使
に
関
し
、
財
産
上
の
利
益
を
供
与

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
（
旧
）
商
法
二
九
四
条
ノ
ニ
に
該
当
し
（
新
商
法
二
九
五
条
）
、
被
控
訴
人
ら
は
同
法
二
六
六
条
一
項
二
号
に
基
づ
き

無
過
失
責
任
を
負
う
、
と
主
張
し
た
が
、
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
断
し
て
い
る
。

　
「
上
記
三
〇
〇
億
円
の
供
与
は
、
…
蛇
の
目
ミ
シ
ン
経
営
陣
の
認
識
と
し
て
は
、
暴
力
団
筋
に
譲
渡
さ
れ
た
株
式
を
、
む
し
ろ
K
の
も

と
に
株
式
を
取
り
戻
す
た
め
に
利
益
供
与
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
…
三
〇
〇
億
円
を
喝
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
商
法
二
九

四
条
ノ
ニ
の
「
株
主
ノ
権
利
ノ
行
使
二
関
し
」
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
た
も
の
と
は
趣
旨
が
異
な
り
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
」
。

（
4
）
本
件
債
務
の
肩
代
わ
り
及
び
担
保
提
供
に
つ
い
て

　
本
件
の
K
及
び
K
が
主
宰
す
る
光
進
グ
ル
ー
プ
企
業
の
債
務
（
K
債
務
）
の
肩
代
わ
り
及
び
担
保
提
供
に
つ
い
て
、
認
定
さ
れ
た
事
実
を
ま

と
め
る
と
、
①
ミ
ヒ
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
九
六
六
億
円
の
債
務
の
肩
代
わ
り
に
つ
い
て
は
、
う
ち
三
六
六
億
円
に
つ
い
て
、
国
際
航
業

株
式
買
い
占
め
資
金
の
借
入
に
つ
い
て
の
肩
代
わ
り
で
あ
り
、
こ
れ
を
行
う
必
要
は
本
来
全
く
な
か
っ
た
こ
と
、
②
東
亜
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
対

す
る
二
五
〇
億
円
の
債
務
や
日
本
リ
ー
ス
に
対
す
る
四
四
〇
億
円
の
債
務
に
つ
い
て
も
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
が
こ
れ
を
肩
代
わ
り
す
る
（
そ
の
一

〇
〇
％
子
会
社
で
あ
る
蛇
の
目
不
動
産
や
蛇
の
目
ミ
シ
ン
が
物
上
保
証
す
る
な
ど
す
る
）
理
由
は
な
か
っ
た
こ
と
、
③
ミ
ヒ
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
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に
対
す
る
六
〇
〇
億
円
に
つ
い
て
も
、
か
か
る
K
債
務
を
肩
代
わ
り
す
る
理
由
は
、
本
来
何
も
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
も
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
の
株
式
を
一
株
五
〇
〇
〇
円
と
評
価
し
た
が
、
そ
の
評
価
と
し
て
は
埼
玉
銀
行
も
含
め
て
、
実
勢
価
格
と
か
け
離

れ
、
か
つ
株
価
操
作
も
加
わ
っ
て
異
常
な
高
値
と
な
っ
た
も
の
と
評
価
し
、
結
局
は
蛇
の
目
ミ
シ
ン
株
を
高
値
で
売
り
抜
け
た
い
K
の
思
惑
に

合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
蛇
の
目
ミ
シ
ン
に
と
っ
て
利
益
に
な
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
、
と
認
定
し
て
い
る
。

　
以
上
の
と
お
り
、
こ
の
よ
う
な
債
務
肩
代
わ
り
の
仕
組
み
（
ス
キ
ー
ム
）
は
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
の
会
社
の
経
営
と
し
て
は
、
本
来
取
る

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
に
の
っ
と
っ
て
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
の
関
連
会
社
に
巨
額
の
債
務
の
肩
代
わ
り
を
さ
せ
、
ま
た
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
と

し
て
も
、
自
ら
融
資
を
受
け
、
又
は
担
保
を
提
供
し
た
こ
と
は
、
外
形
的
に
は
、
取
締
役
と
し
て
の
忠
実
義
務
・
善
管
注
意
義
務
に
違
反
す
る

も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
判
決
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
既
述
の
三
〇
〇
億
円
の
提
供
に
関
し
免
責
と
し
た
論
旨
と
同
様
な
展
開
を
も
っ
て
、
被
控
訴
人
Y
ら

の
過
失
の
有
無
を
検
討
す
る
と
し
て
、
「
本
件
ス
キ
ー
ム
を
実
行
し
、
関
係
債
務
の
肩
代
わ
り
と
担
保
提
供
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
前

記
の
よ
う
な
喝
取
事
件
を
経
験
し
た
蛇
の
目
ミ
シ
ン
の
取
締
役
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
こ
と
に
は
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
件
債
務
の
肩
代
わ
り
及
び
担
保
提
供
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
決
定
あ
る
い
は
同
意
し
た
Y
被
控
訴
人
ら
に
過
失
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
」
。

　
以
上
の
よ
う
な
判
旨
と
な
る
が
、
は
た
し
て
「
実
質
的
に
」
と
か
、
「
外
形
的
に
」
と
か
、
と
表
現
し
て
、
「
実
は
」
取
締
役
の
違
法
性
・
責

任
性
は
な
い
、
「
過
失
は
な
い
」
と
論
断
す
る
手
法
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
的
違
法
性
あ
る
い
は
責
任
性
の
構
成
要
件
の
指
摘
は
な
く
、
慨
嘆
・

落
胆
せ
ざ
る
を
得
な
い
判
決
文
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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四
　
蛇
の
目
ミ
シ
ン
事
件
第
一
審
判
決
と
慨
嘆

蛇の目ミシン工業事件の上告受理申立への讃歌

　
平
成
五
年
の
商
法
改
正
後
、
多
発
し
た
株
主
代
表
訴
訟
を
め
ぐ
る
事
件
が
、
現
在
で
は
終
局
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
が

（
例
え
ば
、
商
事
法
務
恥
一
五
九
ニ
　
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
な
ど
）
、
地
裁
判
決
（
大
阪
地
判
平
成
一
四
年
一
月
三
〇
日
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
事
件
・
金

融
商
事
法
務
二
四
四
号
二
一
頁
、
大
阪
地
判
平
成
一
四
年
二
月
二
〇
日
コ
ス
モ
証
券
事
件
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
〇
九
号
二
二
六
頁
、
大
阪

地
判
平
成
一
四
年
三
月
コ
ニ
日
住
友
信
託
銀
行
事
件
・
判
例
時
報
一
七
九
二
号
二
二
七
頁
、
東
京
地
判
平
成
一
四
年
四
月
二
五
旦
二
菱
石
油
事

件
・
金
融
商
事
判
例
　
一
一
四
九
号
三
五
頁
、
東
京
地
判
平
成
一
四
年
七
月
一
八
日
長
銀
イ
ー
ア
イ
・
イ
ー
事
件
・
判
例
時
報
一
七
九
四
号
一

三
一
頁
）
は
積
み
増
さ
れ
、
取
締
役
の
経
営
判
断
に
つ
い
て
裁
判
所
で
再
度
繰
り
返
さ
れ
、
取
締
役
の
忠
実
義
務
、
誠
実
義
務
違
反
が
そ
れ
ぞ

れ
に
問
わ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
ま
さ
し
く
本
件
上
告
審
の
最
終
判
断
に
も
、
当
時
の
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
の
経
営
判
断
の
状
況
・
資
料
を
基
に
し
た
最
高
裁
自
ら
の
経
営
判

断
を
下
す
社
会
的
要
請
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

　
下
級
審
の
傾
向
と
し
て
は
、
未
だ
動
揺
が
続
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
点
は
あ
る
が
、
指
摘
さ
れ
る
先
例
で
は
、
例
え
ば
大

和
銀
行
事
件
の
判
例
の
よ
う
に
支
店
長
の
責
任
ま
で
認
め
て
、
厳
格
な
責
任
を
認
め
る
傾
向
の
判
例
が
あ
る
一
方
（
大
阪
地
判
平
成
一
二
年
九

月
二
〇
日
）
、
本
件
蛇
の
目
ミ
シ
ン
事
件
第
一
審
判
決
の
よ
う
に
、
「
ヒ
ッ
ト
マ
ン
が
来
る
」
と
威
さ
れ
て
、
当
該
経
営
陣
が
三
〇
〇
億
円
の
恐

喝
に
応
じ
て
し
ま
う
な
ど
、
「
会
社
の
正
常
経
営
」
と
は
い
え
な
い
事
件
で
、
本
件
の
裁
判
官
が
下
し
た
厳
格
な
責
任
を
問
わ
な
い
例
も
あ
り
、

原
審
判
断
に
慨
嘆
し
て
い
る
。

　
当
時
の
学
説
は
原
審
判
例
に
対
し
て
、
多
く
の
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
入
手
で
き
た
評
釈
を
順
序
不
同
で
は
あ
る
が
、
掲
載
す
る
と
以
下
の

よ
う
な
一
覧
と
な
る
。
①
新
山
雄
三
・
月
刊
監
査
役
四
四
九
号
一
五
頁
、
②
上
村
達
男
・
朝
日
新
聞
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
、
③
河
内
隆
史
・
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判
例
評
論
五
一
七
号
三
六
頁
（
判
例
時
報
一
七
七
〇
号
一
九
八
頁
）
、
④
南
保
勝
美
・
法
律
論
争
七
四
巻
六
号
二
八
七
頁
、
⑤
末
永
敏
和
・
金

融
法
務
事
情
一
六
五
四
号
七
一
頁
、
⑥
吉
川
栄
一
・
上
智
法
学
四
六
巻
一
号
七
九
頁
、
⑦
石
山
卓
磨
・
民
事
法
情
報
一
九
三
号
（
平
成
一
四
年

一
〇
月
）
一
五
頁
、
⑧
青
竹
正
一
・
私
法
リ
マ
ー
ク
ス
ニ
五
号
九
八
頁
な
ど
、
学
説
の
反
響
は
大
き
い
判
決
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
一
審
判
決
に
対
し
て
、
学
説
は
裁
判
所
の
責
任
放
棄
で
は
な
い
か
、
経
営
者
の
責
任
追
及
の
可
能
性
を
閉
ざ
す
判
断
に
は
、
疑
間

と
い
う
批
判
を
呈
し
（
②
上
村
達
男
）
、
株
主
代
表
訴
訟
は
ど
こ
へ
（
商
事
法
務
恥
一
五
九
二
号
五
四
頁
）
と
い
っ
た
警
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。

他
の
論
説
は
、
企
業
の
健
全
性
確
保
の
判
決
と
し
て
捉
え
た
上
で
、
い
わ
ゆ
る
企
業
不
祥
事
や
企
業
不
振
な
ど
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
論
の
行
く
末
を
嘆
じ
て
い
る
。
新
山
論
説
に
よ
る
と
、
本
判
決
に
対
し
て
「
法
的
プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
出
し
た
判
決
な
の
か
を
疑
わ
ざ

る
を
得
な
い
ほ
ど
、
あ
ま
り
に
も
杜
撰
な
論
理
と
解
釈
に
驚
き
を
隠
し
得
な
い
」
と
し
て
、
判
決
の
認
識
に
慨
嘆
し
て
い
る
（
前
掲
①
新
山
雄

三
・
月
刊
監
査
役
四
四
九
号
一
五
頁
V
。

　
株
主
代
表
訴
訟
は
会
社
経
営
者
の
違
法
行
為
の
是
正
に
、
非
常
に
有
効
に
役
に
立
つ
。
一
方
で
そ
の
濫
用
の
危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
制
度
と
し
て
の
株
主
代
表
訴
訟
の
お
か
げ
で
、
商
法
上
の
経
営
者
の
責
任
追
及
論
（
商
法
秩
序
論
”
公
序
論
）
が
深
化
し
て
き
て
い
る

現
状
を
大
切
に
、
そ
の
発
展
充
実
を
期
し
た
判
例
法
の
形
成
論
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
納
得
の
ゆ
く
上
告
審
の
判
決
の
展
開

が
待
た
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
件
控
訴
審
を
い
か
が
判
断
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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五
　
蛇
の
目
ミ
シ
ン
事
件
控
訴
審
判
決
と
落
胆

　
以
下
の
よ
う
に
、
控
訴
審
の
問
題
点
の
ま
と
め
を
試
み
た
。

　
事
実
認
定
を
追
い
か
け
る
だ
け
で
相
当
複
雑
な
整
理
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
捨
象
し
た
。
こ
こ
で
は
加
藤
勝
郎
弁
護
士
に

よ
り
提
供
さ
れ
た
資
料
（
二
〇
〇
三
年
四
月
一
〇
日
現
在
の
も
の
・
委
細
の
情
報
提
供
資
料
の
提
示
は
割
愛
し
た
）
を
元
に
、
以
下
の
通
り
、
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控
訴
審
の
間
題
点
と
し
て
、
そ
の
①
～
そ
の
⑤
に
区
分
け
し
て
述
べ
て
、
本
件
事
件
控
訴
審
へ
の
落
胆
を
既
述
し
た
。

　
そ
の
①
控
訴
審
の
忠
実
義
務
違
反
及
び
善
管
注
意
義
務
違
反
の
判
定
（
例
え
ば
江
頭
憲
治
郎
著
株
式
会
社
・
有
限
会
社
　
二
〇
〇
二
年

　
　
　
　
　
五
月
　
有
斐
閣
　
二
九
七
頁
以
下
参
照
）
に
つ
い
て

　
当
裁
判
所
は
「
外
形
的
に
は
忠
実
義
務
違
反
及
び
善
管
注
意
義
務
違
反
が
あ
る
」
と
判
定
し
て
い
な
が
ら
、
関
係
取
締
役
ら
の
「
過
失
は
な

い
」
「
ま
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
」
な
ど
と
い
う
判
断
を
下
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
加
え
て
「
い
く
ら
計
算
規
定
を
整
え
、
い
く
ら
監
査
役
や
会

計
監
査
体
制
を
整
え
て
も
、
総
会
屋
を
始
め
、
脅
し
に
屈
し
て
い
た
の
で
は
、
し
か
も
会
社
の
根
幹
を
揺
る
が
す
よ
う
な
規
模
で
理
不
尽
な
要

求
に
応
じ
て
利
益
提
供
し
て
い
た
の
で
は
、
ま
た
こ
れ
を
隠
す
よ
う
な
行
為
を
重
ね
ら
れ
た
の
で
は
、
公
開
会
社
の
存
立
基
盤
で
あ
る
情
報
開

示
を
無
意
味
に
す
る
結
果
に
繋
が
る
。
計
算
書
類
に
現
れ
な
い
と
こ
ろ
で
、
経
営
（
陣
）
が
腐
っ
て
い
た
の
で
は
、
株
式
公
開
企
業
の
前
提
が

損
な
わ
れ
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
（
公
益
”
株
式
公
開
企
業
の
経
営
原
則
、
資
本
市
場
の
前
提
）
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
。

　
そ
の
②
利
益
相
反
行
為
に
つ
い
て

　
当
裁
判
所
に
よ
る
と
、
無
過
失
責
任
を
間
わ
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
直
接
取
引
」
に
限
ら
れ
、
間
接
取
引
は
忠
実
義
務
、
善
管
注
意
義
務

の
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
点
を
問
う
こ
と
に
な
る
。
商
法
二
六
五
条
（
自
己
取
引
、
利
益
相
反
取
引
）
違
反
の
責
任
要
件
あ
る
い
は
旧
商
法
二

九
四
条
ノ
ニ
（
株
主
の
権
利
行
使
に
関
す
る
利
益
供
与
禁
止
）
違
反
の
責
任
要
件
に
つ
い
て
、
過
失
責
任
化
す
べ
き
と
い
う
論
説
の
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
賛
成
し
た
取
締
役
に
つ
い
て
、
そ
の
「
監
視
義
務
違
反
」
を
問
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
過
失
責
任
の
構
成
で
も
よ
い
と
解
さ
れ
る
。

本
件
の
上
告
理
由
書
で
は
、
控
訴
審
は
「
会
社
と
し
て
は
行
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
K
を
利
す
る
ば
か
り
の
も
の
で
、
や
っ
て
は
い
け
な
い

も
の
」
と
さ
え
認
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
気
づ
く
べ
き
と
か
、
回
避
す
べ
き
と
か
い
う
類
の
「
過
失
」
で
は
な
く
、
正
に
認
識
あ
る

「
故
意
」
に
よ
る
会
社
損
害
の
招
致
で
は
な
い
か
、
と
間
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
な
認
識
と
論
理
を

展
開
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
皆
目
分
か
ら
な
い
。

　
そ
の
③
自
己
株
式
の
取
得
禁
止
と
脱
法
に
つ
い
て
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本
件
で
は
、
担
保
と
し
て
あ
る
い
は
債
務
肩
代
わ
り
と
し
て
、
他
社
の
株
式
取
得
に
は
蛇
の
目
ミ
シ
ン
に
よ
る
負
担
の
確
約
・
保
証
が
あ
っ

た
こ
と
。
蛇
の
目
ミ
シ
ン
の
指
示
と
計
算
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
。

　
言
い
換
え
る
と
、
「
脱
法
手
段
を
用
い
て
、
自
己
株
式
取
得
”
買
い
占
め
ら
れ
た
株
式
の
買
い
戻
し
”
大
株
主
K
の
意
を
満
た
す
も
の
」
を

Y
被
控
訴
人
ら
は
実
行
し
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
裁
判
所
の
事
実
認
定
と
論
理
判
断
が
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
④
　
「
株
主
の
権
利
行
使
に
関
す
る
利
益
供
与
」
に
つ
い
て

　
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
の
指
示
に
従
っ
て
や
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
商
法
二
一
〇
条
の
間
題
と
共
通
し
て
い
て
、
本
件
の
よ
う
な
取
締
役
の
行

為
を
認
め
る
こ
と
は
脱
法
行
為
で
あ
る
こ
と
、
旧
商
法
二
九
四
条
ノ
ニ
の
立
法
趣
旨
に
も
と
る
こ
と
。

　
そ
の
⑤
東
京
地
裁
の
判
決
が
学
説
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
既
述
の
判
例
批
評
で
論
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
上
告

理
由
書
で
は
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
「
本
件
及
び
こ
れ
に
関
わ
っ
た
経
営
責
任
者
た
ち
の
行
動
を
お
か
し
い
と
思
う
多
数
の
社
員
、

株
主
が
い
る
こ
と
。
裁
判
所
が
、
Y
被
控
訴
人
ら
の
主
観
的
事
情
に
重
き
を
お
い
て
、
こ
れ
に
責
任
な
し
、
と
す
る
こ
と
は
、
上
場
企
業
の
経

営
者
の
責
任
を
あ
い
ま
い
な
も
の
に
し
、
百
害
あ
っ
て
一
理
な
し
、
と
の
非
難
を
あ
び
る
も
の
と
な
る
」
、
と
ま
と
め
て
い
る
。
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六
　
上
告
受
理
申
立
へ
の
讃
歌

　
①
　
会
社
経
営
者
と
し
て
の
取
締
役
の
経
営
リ
ス
ク
ヘ
の
対
応
は
如
何
に
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
述
の
控
訴
審
の
問
題
点
（
上
告

理
由
書
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
取
締
役
の
「
経
営
判
断
の
原
則
」
に
つ
い
て
、
そ
の
「
プ
ロ
セ
ス
」
あ
る
い
は

そ
の
判
断
内
容
に
言
及
し
て
、
本
件
受
理
申
立
へ
の
讃
歌
と
し
た
。
そ
の
批
判
は
前
掲
判
旨
へ
の
批
判
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
裁
判
官

が
「
過
失
が
な
い
」
と
認
定
し
た
こ
と
に
会
社
法
上
の
論
理
展
開
と
し
て
全
く
納
得
で
き
な
い
論
理
認
定
で
あ
る
、
と
思
う
。

　
当
該
裁
判
官
の
論
説
日
く
「
本
件
の
「
会
社
経
営
者
の
考
え
方
は
、
結
果
と
し
て
違
法
行
為
や
犯
罪
行
為
の
温
床
と
な
る
可
能
性
が
十
分
に
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あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
の
経
営
者
と
し
て
は
、
よ
り
毅
然
た
る
態
度
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
件
に
お

け
る
：
・
K
の
狡
猜
か
つ
暴
力
的
な
脅
迫
行
為
を
前
提
に
し
た
場
合
、
当
時
の
一
般
的
経
営
者
と
し
て
、
被
控
訴
人
Y
ら
が
上
記
の
よ
う
に

判
断
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ま
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
ざ
る
を
得
な
い
。
三
〇
〇
億
円
の
供
与
を
決
め
、
取
締
役
で
あ

る
Y
被
控
訴
人
ら
が
こ
れ
を
や
む
を
得
な
い
と
し
て
同
意
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
取
締
役
と
し
て
の
職
務
遂
行
上
の
過
失
が
あ
っ
た
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。
」

　
言
う
な
ら
ば
東
京
高
裁
の
裁
判
官
の
「
そ
の
経
営
判
断
の
過
程
の
認
定
」
に
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
「
当
該
判
断
の
内
容
」

に
つ
い
て
は
ど
う
か
、
い
ず
れ
も
納
得
で
き
な
い
判
例
で
あ
る
。

　
周
知
の
通
り
、
取
締
役
の
経
営
判
断
の
「
過
失
認
定
」
は
法
の
解
釈
論
（
責
任
論
の
構
成
）
と
し
て
は
極
め
て
難
し
い
論
点
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　
資
料
の
収
集
先
と
し
て
L
E
X
／
D
B
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
T
K
C
法
律
情
報
デ
ー
タ
ー
べ
ー
ス
の
検
索
に
よ
る
と
、
「
経
営
判
断
の
原
則
」

の
判
例
と
し
て
は
、
本
件
の
判
例
研
究
の
対
象
で
あ
る
「
蛇
の
目
ミ
シ
ン
株
主
代
表
訴
訟
控
訴
審
判
決
」
を
含
め
て
二
七
件
の
判
例
が
表
示
さ

れ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
情
報
提
供
さ
れ
て
い
る
若
干
の
判
例
を
中
心
と
し
て
、
経
営
判
断
の
原
則
を
検
討
し
て
お
き
た
い
（
参

照
　
高
橋
宏
達
・
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
取
締
役
の
”
経
営
判
断
の
原
則
”
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
一
月
号
二
〇
〇
四
、
三
四
頁
と
三
五
頁
中
央
経
済
社
）
。

　
②
　
取
締
役
が
行
う
経
営
判
断
の
原
則
に
つ
い
て
、
龍
田
　
節
学
説
（
同
著
・
会
社
法
第
九
版
八
七
頁
以
下
参
照
　
二
〇
〇
三
年
四
月
　
有

斐
閣
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
事
業
に
危
険
は
付
き
も
の
で
あ
る
。
多
少
の
冒
険
を
覚
悟
し
な
い
と
利
益
を
得
る

機
会
も
え
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
取
引
先
の
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
と
き
に
、
取
締
役
は
取
引
を
継
続
す
べ
き
か
否
か
迷
う
。
継
続
し
て
う

ま
く
行
か
な
い
と
大
き
な
損
害
を
受
け
る
。
援
助
し
て
や
れ
ば
立
直
り
、
以
前
の
債
権
を
回
収
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ま
打
切
る
と
直
ち

に
倒
産
し
、
債
権
は
す
べ
て
焦
付
く
か
も
し
れ
な
い
。
取
締
役
は
い
ろ
ん
な
事
情
を
総
合
的
に
考
え
て
決
断
す
る
。

　
そ
れ
が
仮
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
後
か
ら
誤
り
だ
と
責
め
る
の
は
酷
で
あ
り
、
裁
判
官
は
経
営
者
が
真
面
目
に
し
た
決
定
に
判
断
を
加
え
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る
こ
と
を
控
え
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
あ
る
（
経
営
判
断
原
則
ど
。
。
ぎ
。
・
。
。
甘
凝
幕
日
邑
①
）
。
こ
れ
で
す
べ
て
が
ま
か
り
通
る
な
ら
注
意
義

務
違
反
は
あ
り
え
ず
、
ま
さ
に
経
営
者
天
国
で
あ
る
」
。
同
学
説
は
、
注
意
義
務
を
尽
く
し
た
と
い
え
る
要
件
を
次
の
三
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
「
①
必
要
な
情
報
を
集
め
た
上
で
判
断
し
た
こ
と
。
判
断
を
放
棄
し
た
場
合
ま
で
免
責
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
②
会
社
と
利
益
衝

突
の
関
係
が
な
い
こ
と
。
利
益
相
反
す
る
と
き
は
会
社
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
の
が
取
締
役
の
当
然
の
義
務
で
あ
る
。
③
同
様
の
立
場
に
あ
る

人
が
同
じ
状
況
の
下
で
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
判
断
で
あ
る
こ
と
。
著
し
く
不
当
な
判
断
は
や
は
り
注
意
義
務
違
反
と
評
価
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
。

　
と
こ
ろ
で
通
説
・
判
例
は
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
は
ど
ち
ら
も
同
じ
と
み
る
が
、
委
任
の
規
定
制
度
の
な
い
英
米
法
の
考
え

方
、
（
最
近
の
有
力
説
　
星
川
長
七
著
　
取
締
役
忠
実
義
務
論
一
九
七
二
・
成
文
堂
刊
参
照
）
は
、
両
者
を
区
別
し
て
い
る
。
善
管
義
務
は
取

締
役
が
職
務
の
執
行
に
あ
た
っ
て
尽
く
す
べ
き
注
意
の
程
度
に
関
す
る
も
の
、
と
判
断
し
、
忠
実
義
務
は
取
締
役
が
そ
の
地
位
を
利
用
し
会
社

の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
私
益
を
図
っ
て
は
な
ら
な
い
義
務
、
と
区
別
す
る
。
こ
こ
で
そ
の
委
細
の
展
開
は
割
愛
す
る
が
、
私
益
を
優
先
さ
せ
た

時
に
、
取
締
役
に
は
「
過
失
」
は
な
い
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
結
合
企
業
の
関
係
に
あ
っ
て
、
兼
任
取
締
役
が
競
業
行
為
や
自
己
取
引
行
為

を
行
う
場
合
「
過
失
」
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
か
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　
③
　
河
本
一
郎
名
誉
教
授
は
、
コ
ス
モ
証
券
事
件
に
お
け
る
鑑
定
意
見
で
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
公
表
さ
れ
て
い
る
（
平
成
一
二
年
一
月

五
日
）
。

　
即
ち
「
1
　
取
締
役
が
行
為
を
行
う
当
時
に
お
け
る
会
社
の
状
況
及
び
会
社
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
・
文
化
の
情
勢
の
下
で
、
当
該
会
社

の
属
す
る
業
界
に
お
け
る
通
常
の
経
営
者
の
有
す
べ
き
知
見
及
び
経
験
を
基
準
と
し
て
、
当
該
行
為
が
著
し
く
不
当
と
い
え
な
い
場
合
に
は
、

当
該
行
為
を
行
う
取
締
役
は
、
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
違
反
の
責
任
を
と
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

2
　
そ
の
行
為
が
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
に
違
反
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
株
主
に
利
益
が
供

与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
旧
商
法
二
九
四
条
ノ
ニ
及
び
四
九
七
条
の
定
め
る
違
法
な
利
益
供
与
の
禁
止
に
抵
触
す
る
こ
と
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に
は
な
ら
な
い
。

3
　
コ
ス
モ
証
券
が
コ
ス
モ
産
業
の
解
散

　
④

九
号
二
二
六
頁
）
。

　
「
取
締
役
に
対
し
、
過
去
の
経
営
上
の
措
置
が
善
管
注
意
義
務
及
び
忠
実
義
務
に
違
背
す
る
と
し
て
そ
の
責
任
を
追
及
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
経
営
上
の
措
置
を
執
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
取
締
役
の
判
断
の
前
提
と
な
っ
た
事
実
の
認
識
に
「
重
要
か
つ
不
注
意
な
誤
り
」
が
あ
っ
た
か
、

あ
る
い
は
、
そ
の
意
思
決
定
の
過
程
、
内
容
が
企
業
経
営
者
と
し
て
特
に
不
合
理
、
不
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
解
す
る
」

（
同
旨
大
阪
地
判
平
成
一
四
年
三
月
一
三
日
　
判
例
時
報
一
七
九
二
号
二
二
七
頁
）
。
「
多
数
株
主
で
あ
る
大
株
主
の
利
益
を
図
る
た
め
に
少
数

株
主
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
全
株
主
の
利
益
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
、
被
告
取
締
役
ら
に
善
管
注
意
義
務
（
忠
実
義
務
）

違
反
が
あ
っ
た
か
い
な
か
で
判
断
す
べ
き
で
あ
る
」
と
。

　
⑤
　
高
橋
宏
達
弁
護
士
に
よ
る
と
（
前
掲
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
一
月
号
二
〇
〇
四
、
三
四
頁
と
三
五
頁
参
照
）
、
実
際
の
経
営
判
断
に
お
い
て
は
、

経
営
判
断
の
「
過
程
」
の
審
査
が
中
心
で
あ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
「
①
会
社
等
の
内
部
規
定
に
従
っ
て
正
規
の
手
続
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
清
算
に
当
た
っ
て
行
う
支
援
策
は
、

　
　
目
的
に
社
会
的
非
難
可
能
性
が
な
く

　
　
前
提
と
し
て
の
事
実
調
査
に
遺
漏
が
な
く

　
　
調
査
さ
れ
た
事
実
の
認
識
に
不
注
意
な
誤
り
が
な
く

　
　
意
思
決
定
の
過
程
に
不
合
理
が
な
い
か
ら

　
　
意
思
決
定
の
内
容
に
不
合
理
が
な
い
限
り
（
す
な
わ
ち
、
支
援
の
結
果
、
コ
ス
モ
証
券
が
当
期
に
お
い
て
赤
字
決
算
と
な
ら
ず
、
次

　
　
期
以
降
に
お
い
て
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
損
失
に
つ
い
て
も
引
当
金
を
計
上
し
た
う
え
で
赤
字
に
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
を
充
た

　
　
す
限
り
）
、
違
法
な
利
益
供
与
に
該
当
し
な
い
」
と
い
う
所
見
に
出
会
っ
た
。

　
下
級
審
の
判
示
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
て
い
る
例
が
あ
る
（
大
阪
地
判
平
成
一
四
年
二
月
二
〇
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
〇

abCde
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従
っ
た
意
思
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
②
重
要
な
情
報
を
収
集
し
て
他
の
選
択
肢
と
十
分
な
比
較
検
討
を
し
て
い
る
か
、
③
会
社
内
部
の
関

係
部
署
お
よ
び
会
社
外
部
の
専
門
家
か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
か
」
な
ど
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
経
る
こ
と
は
「
必
須
」
と
い
う
。

　
さ
ら
に
経
営
判
断
の
「
内
容
」
の
審
査
は
、
ま
さ
に
「
専
門
的
、
予
測
的
、
政
策
的
な
判
断
能
力
を
必
要
」
と
す
る
。
近
時
の
裁
判
所
の
経

営
判
断
（
前
掲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
事
件
判
決
、
住
友
信
託
銀
行
事
件
判
決
、
あ
る
い
は
長
銀
イ
ー
ア
イ
・
イ
ー
事
件
判
決
な
ど
）
は
そ
の
「
内

容
」
の
審
査
に
積
極
的
と
指
摘
す
る
。
そ
の
内
容
判
断
の
要
素
と
し
て
は
「
①
救
済
の
必
要
性
、
具
体
的
に
は
出
資
の
無
価
値
化
、
既
存
債
権

の
回
収
不
能
、
担
保
権
・
保
証
債
権
の
実
行
に
伴
う
財
産
的
負
担
、
親
会
社
・
グ
ル
ー
プ
の
信
用
の
低
下
、
他
の
関
連
会
社
の
倒
産
、
グ
ル
ー

プ
メ
リ
ッ
ト
の
喪
失
　
親
会
社
・
グ
ル
ー
プ
の
社
会
的
評
価
、
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
、
親
会
社
の
法
律
上
・
事
実
上
の
責
任
の
負
担
と
言
っ
た
要

素
を
判
断
す
る
こ
と
」

　
も
う
一
つ
の
判
断
要
素
と
し
て
「
②
救
済
の
許
容
生
、
具
体
的
に
は
救
済
策
か
ら
直
接
に
生
ず
る
財
産
的
負
担
、
救
済
策
の
成
功
（
子
会
社

の
再
建
V
の
可
能
性
と
失
敗
に
よ
り
生
ず
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
（
損
失
）
と
言
っ
た
要
素
を
判
断
す
る
こ
と
」
。

　
高
橋
弁
護
士
の
指
摘
に
よ
る
と
、
「
近
時
の
裁
判
例
に
お
け
る
経
営
判
断
の
合
理
性
の
審
査
は
、
裁
判
所
が
経
営
判
断
当
時
の
状
況
・
資
料

を
基
に
自
ら
再
度
の
経
営
判
断
を
し
て
い
る
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
」
と
い
う
。
さ
ら
に
加
え
て
「
現
在
の
経
営
判
断
の
原
則
は
、
経
営
判
断

時
以
後
の
後
知
恵
を
も
っ
て
経
営
判
断
の
合
理
性
を
審
査
さ
れ
な
い
こ
と
、
経
営
判
断
に
は
必
ず
し
も
一
義
的
な
正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
」
と
い
う
限
定
を
つ
け
て
い
る
。
会
社
の
経
営
者
・
取
締
役
に
は
不
確
定
か
つ
流
動
的
情
報
を
迅
速
に
判
断
し
、
決
断
を
下
さ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
が
、
結
局
は
「
最
善
の
努
力
を
し
た
か
否
か
が
常
に
問
わ
れ
て
い
る
」
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。
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七
　
結
び
に
代
え
て

こ
れ
ま
で
前
述
（
六
）
し
た
通
り
、
「
上
告
受
理
申
立
へ
の
讃
歌
」
を
述
べ
て
き
た
が
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
事
件
に
お
け
る
株
主
代
表
訴
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訟
の
控
訴
審
で
は
、
裁
判
官
の
当
該
会
社
の
経
営
判
断
に
つ
い
て
の
具
体
的
判
断
あ
る
い
は
思
考
論
理
が
、
判
決
を
通
し
て
は
法
的
に
は
納
得

で
き
な
か
っ
た
、
と
残
念
な
が
ら
、
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
明
解
な
上
告
審
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
判
例
で
あ
る
。

　
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
く
り
か
え
し
に
な
る
が
、
既
述
の
龍
田
　
節
名
誉
教
授
の
学
説
に
あ
る
三
つ
の
具
体
性
（
「
①
必
要
な
情
報
を
集
め

た
上
で
判
断
し
た
こ
と
。
判
断
を
放
棄
し
た
場
合
ま
で
免
責
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
②
会
社
と
利
益
衝
突
の
関
係
が
な
い
こ
と
。
利

益
相
反
す
る
と
き
は
会
社
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
の
が
取
締
役
の
当
然
の
義
務
で
あ
る
。
③
同
様
の
立
場
に
あ
る
人
が
同
じ
状
況
の
下
で
考
え

て
も
お
か
し
く
な
い
判
断
で
あ
る
こ
と
。
著
し
く
不
当
な
判
断
は
や
は
り
注
意
義
務
違
反
と
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
判
決
の
構
成
に

加
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

　
ま
た
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
河
本
一
郎
名
誉
教
授
の
鑑
定
意
見
に
あ
る
経
営
判
断
を
第
三
者
に
求
め
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
思
う
。
河
本

鑑
定
は
取
締
役
の
経
営
判
断
（
解
散
・
清
算
）
に
当
た
っ
て
五
つ
の
具
体
性
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
即
ち
会
社
経
営
（
解
散
・
清
算
）
に
当
た
っ
て
行
う
支
援
策
は
、
a
　
目
的
に
社
会
的
非
難
可
能
性
が
な
く
　
b
　
前
提
と
し
て
の
事
実
調

査
に
遺
漏
が
な
く
　
c
　
調
査
さ
れ
た
事
実
の
認
識
に
不
注
意
な
誤
り
が
な
く
　
d
　
意
思
決
定
の
過
程
に
不
合
理
が
な
い
か
ら
　
e
　
意
思

決
定
の
内
容
に
不
合
理
が
な
い
限
り
（
す
な
わ
ち
、
支
援
の
結
果
、
コ
ス
モ
証
券
が
当
期
に
お
い
て
赤
字
決
算
と
な
ら
ず
、
次
期
以
降
に
お
い

て
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
損
失
に
つ
い
て
も
引
当
金
を
計
上
し
た
う
え
で
赤
字
に
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
を
充
た
す
限
り
）
、
違
法
な
利
益

供
与
に
該
当
し
な
い
）
と
い
う
よ
う
な
、
第
三
者
鑑
定
の
具
体
的
責
任
構
成
の
要
件
論
が
本
件
控
訴
審
に
も
求
め
ら
れ
る
、
と
思
う
。

　
以
上
の
二
大
学
説
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
判
決
の
構
成
要
件
を
Y
被
控
訴
人
ら
に
具
体
化
す
べ
き
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
前
述
の
六
⑤
の
高
橋
宏
達
弁
護
士
の
ま
と
め
る
経
営
判
断
の
「
過
程
」
の
審
査
、
加
え
て
経
営
判
断
の
「
内
容
」
の
審
査
（
①
救

済
の
必
要
性
、
②
救
済
の
許
容
性
）
を
当
該
事
件
の
判
断
の
基
準
と
し
て
把
握
し
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
エ
業
事
件
の
株
主
代
表
訴
訟
と
そ
の
経
営

判
断
と
を
、
い
わ
ゆ
る
現
代
の
会
社
法
秩
序
陸
公
序
の
展
開
の
一
環
と
し
て
、
当
該
事
件
の
全
体
構
造
を
再
検
討
し
た
判
決
論
理
を
完
成
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
に
な
っ
た
。
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